
令和７年９月

保護者各位
　　　高岡市立伏木小学校　

校長　橘　麻里

　　
 (1)　アクションプランに関して

  ①　自分の考えを進んで表現する　（達成目標：７５％）

令和７年度　教育活動に関するアンケート結果（１学期）について

　１学期の教育活動に関する調査（児童用、保護者用）の集計結果についてお知らせいたします。
今回いただいた評価やご意見を基に、教育活動の改善を図り、子供たちの健全育成に努めてまいり
ます。

【集計結果】
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保護者

児童

授業に楽しく参加している

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答は、児童で８４％、保

護者で７２％であった。子供たちは、

概ね楽しく学習に取り組んでいること

が伺える。これからも、学ぶ楽しさが

実感でき、「分かる・できる・分かり合

える喜び」が味わえる授業づくりに取

り組んでいきたい。

【結果と考察】

肯定的な回答は、児童で７４％、保

護者で７０％となり、目標達成には

至っていない。授業では、子供たちの

興味・関心を高め、一人一人が学習

活動の目的を理解し、自ら進んで学

ぶことができるようにしていきたい。ま

た、自分の考えをもち、考えを伝え合

う楽しさが味わえるよう支援していき

たい。
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保護者

児童

自分の考えを進んで書いたり、話した

りしている

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない
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保護者

児童

宿題や家庭学習に進んで取り組んで

いる

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童で６０％、保

護者で６３％であった。学校で学んだ

内容を復習するだけでなく、授業中な

どに興味をもったことを調べる、発展

的な内容に取り組むなど、内容に変

化をもたせるようにしたい。「家庭学

習でなにをすればいいか分からな

い」という児童のために自学ノートを

授業参観で展示するなど、家庭との

連携を大切にしながら、学ぶ楽しさを

感じられるように支援していきたい。

－1－



　②　自分から気持ちのよい挨拶をする　（達成目標：８５％）

　③　自分や友達のよさを見つける（達成目標：８０％）
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保護者

児童

気持ちのよい挨拶をしている

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

児童では８０％、保護者では７３％が

肯定的な回答であった。自由記述で

は、あいさつの声が小さいというコメ

ントが見られた。育友会での安全パト

ロール活動との連携、児童会活動で

の取組を中心に、身近な人に対して

心をつなぐ気持ちのよい挨拶をして

いこうとする意識と態度が育つように

していきたい。
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保護者

児童

早寝・早起きをし、朝ごはんを毎日食

べている

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童は８４％、保

護者で６４％と目標値を下回った。保

健だよりなど、各種便りで情報を伝え

るなど、今後も家庭と連携しながら取

り組むことが大切だと考える。学校で

は、委員会活動の取組や学級活動等

を通して、子供たちが、「早寝・早起き、

朝ごはん」のよさを知り、実践につな

げる方法を考える機会を設けていき

たい。
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保護者

児童

よいところを見つけようとしている

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童７４％、保護

者７６％と比較的高い割合であった。

保護者の評価が児童を上回り、家庭

ではよいところを積極的に伝えている

ことが分かる。学校においては、友達

と関わる場や友達のよさが感じられ

る活動を取り入れ、肯定的に捉え、次

につなげる振り返りの場を大切にして

いきたい。

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童９０％、保護８

８％と非常に高い数値を示した。教職

員の実感とも一致しており、実態を表

していると感じる。学校においては、友

達と関わる場や友達のよさが感じら

れる活動を取り入れ、肯定的に捉え、

次につなげる振り返りの場を大切に

していきたい。
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保護者

児童

友達と仲よく協力している

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない
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 (2)　その他の設問について
　○　学校のことを話す。

　○　運動

　○　情報公開
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保護者

児童

家で、学校の出来事をよく話している

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童７２％で、保

護者９４％である。忙しい中でも保護

者は、積極的に話を聞いていることが

分かる。一方児童はもう少し聞いてほ

しい気持ちがあるのかもしれない。学

校での楽しい出来事がさらに話せる

よう、今後も「楽しい」を生み出し、つ

なげる学校づくりに努めていきたい。
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保護者

児童

家で、テレビの見過ぎやゲームやイン

ターネットのし過ぎに気を付けている

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

肯定的な回答が、児童４５％、保護

者７２％である。学校では、視力検査

等の保健指導の機会や学級活動等

を通して、児童と一緒に考える場を大

切にする。また、学校保健委員会等を

通じて、子供たち自身がよりよい生活

習慣の定着を身に付けようとする意

識が高められるようにしていきたい。

61 21 10 4 3児童

進んで元気に運動している

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

８２％の児童が、元気に運動してい

ると捉えている。体育科の学習を中心

に、学級活動や縦割り遊び等を通し

て、安全に気を付けながら楽しく運動

することの大切さを広めていきたい。

37 60 211保護者

学校は、教育活動の様子を学校・学年

便りやホームページ等で知らせるよう

努めている。

よく当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

【結果と考察】

９７％もの保護者が肯定的に回答し

ている。今後も教育活動の様子を、さ

らに分かりやすく伝えられるよう努め

ていきたい。
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